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第１章 政策提案協働事業の制度について 

 
１． 政策提案協働事業の概要 

北区では、平成 19 年度に区民、NPO、ボランティア団体等の自主的な公

益活動に助成を行うため北区協働推進基金を創設しました。 

本事業は、この基金を活用し、NPO やボランティア団体等の主体的な関わ

りの下で区との協働によるまちづくり事業を進め、多様で豊かな地域社会を

実現することを目的としています。 

北区内に活動拠点を有する NPO、ボランティア団体等の公益活動を行う団

体から、先駆的で公益性の高い事業を提案（以下「提案事業」という。）して

いただき、採択された事業について、区と協働で取り組んでいきます。 

募集する事業は、区の地域課題の解決に向け、新たな視点で提案団体と区

が取り組むことのできる事業です。 

事業経費のうち区が負担する額は、年間３００万円を上限とします。 

この事業費は提案団体と区の双方の経費になり、その割合は提案団体と主

管課とのヒアリングの際に検討します。 

事業を継続する場合の区が負担する事業費については、２年間の事業の場

合は計５００万円、３年間の事業の場合は計６５０万円を上限とし、その範

囲内で各年度間の区の負担額を決めます。 

  応募していただいた提案は、提案団体と提案に関連する主管課（以下「主

管課」という。）とのヒアリングを実施し、書類審査、プレゼンテーションに

より北区協働地域づくり推進事業選定委員会（以下「選定委員会」という。）

が審査します。 

  平成３０年度は、７事業の応募があり 3 事業が選定され、令和元年度に実

施しました。なお、選定された３事業のうち１事業は、平成２9 年度実施事

業と同一事業であるため、今回の報告書には新規２事業のみ掲載しておりま

す。 
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２． 募集事業の流れ 

 

【平成３０年度】 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度】 

 

 

 

 

 

【令和 2 年度】 

 

 

 

 

事業説明会 （６月２０日、２２日） 

事業終了（令和２年３月） 

審査結果公表（１２月初旬） 

第一次審査（書類審査）（１０月下旬） 

第二次審査（公開プレゼンテーション） 

（１１月下旬） 

【審査】 

北区協働地域づくり推進事業選定委員会が対

象事業を審査します。 

【公表】 

事業概要や団体名を公表します。 

【事業評価】 

事業終了後、事業効果や実施手法等について

の評価を行います。 

【申請】 

申請事業に関する書類（所定の書類）や団体

に関する書類（名簿や規則など）を提出。 

主管課とのヒアリング 

【ヒアリング】 

主管課と事業化に向けて協議を行っていただ

きます。より実現性の高い事業となるよう事業

内容の詳細を検討していきます。 

実施に向けての協議（１２月～３１年３月） 

協働事業開始（４月） 

予算確定、事業化決定（３月） 

【実施に向けての協議】 

事業実施に向けて、主管課を交えたワークショ

ップ等を行い、具体的な協議を進めていきま

す。 

【事業説明会（自由参加）／事前相談】 

事業概要や提出書類について説明します。 

２日で３回実施しました。 

また、事前相談では申請書の書き方などの相

談を受け付けます。 

申請書提出 

事前相談 

事業募集（７月２日～８月３日） 

事業の経過報告 【経過報告】 

四半期ごとに事業執行状況報告書を提出。 

事業評価 完了報告書提出（４月） 

完了報告会（６月２０日→新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため中止） 
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３． 事業募集について 
 
（１）審査基準 

 
 
 
 
（２）選定事業 

 事業名 団体名 
１ 多文化共生キーパーソンの育成と 

継続可能な仕組み作り 
(R1 年度～R3 年度） 

特定非営利活動法人彩結び 

２ 外遊び×未来の人育てプロジェクト 
(R1 年度～R3 年度) 

北区で子どもの遊ぶ場を作る会 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

審査対象 審 査 基 準 

第一次 

審査基準 

（書類審査） 

①事業目的は地域課題の解決を目的としたものか 

②事業手法に独自性、先駆性等提案団体の特性が認められるか 

③適切な役割分担となっているか 

④提案事業は実現可能か 

⑤協働で取り組むことによる事業効果を認めることはできるか 

第二次 

審査基準  

（プレゼンテ

ーション） 

①提案団体に事業の実現に対する熱意・意欲が感じられるか 

②提案団体に事業を実現する能力を認めることができるか 

③提案団体に新しい課題に対するチャレンジ精神を認めることは 

できるか 

④事業内容に整合性が認められるか 

⑤協働への取組により提案団体、区に相乗効果が期待できるか 

⑥総合的観点から、実施すべき事業と認めることができるか 
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第２章 実施事業の概要 

１．多文化共生キーパーソンの育成と継続可能な仕組み作り 

 

提案団体 特定非営利活動法人彩結び 

主 管 課 総務課 

 
 

（１）団体概要 

この法人は、広く一般市民を対象として、０歳から１００歳まで、誰もが自

分らしく、彩り豊かな人生を歩み、協創する社会づくりの実現に貢献し、彩り

豊かな人生を歩むために、妨げとなる一人ひとりの課題を解決することを目指

し、自分を知り、社会や人と人とのつながりが生まれる場と機会の提供と、そ

のための施設運営や活動の企画運営を行うことを目的とする。（団体定款より） 

 

（２）事業目的 

  北区では外国人住民が増加しており、日本人との言葉の壁から地域で多く

の課題が生じている。本事業は、その問題解決のため、 「多文化共生キーパ

ーソンの育成・研修の実施（外国人の相談にのることのできる人材の育成）」

「育成した多文化共生キーパーソンの派遣事業」「外国人区民への支援を行う

区民・団体等の交流会の実施」を行う。 

 

（３）事業概要 

個別事業① 外国人の相談にのることのできる人材（多文化共生キーパーソン 

育成 

 

個別事業② 研修事業で育成した多文化共生キーパーソンを派遣する 

 

個別事業③ 外国人区民への支援を行う区民・団体等の交流会の実施 

→交流会開催のため、PR などしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防 

止のため、中止となった。 

 

（４）役割分担 

団  体： 本事業の具体的な企画、推進、成果まとめ。 

主 管 課：・区の保有している本事業に関するの実績や情報等に基づくアド 

バイス。 

・各種広報媒体で、企画の広報や参加や協力呼びかけ 
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（５）事業の決算額 

区  分 項  目    金  額（円） 

収入 北区負担金 2,332,957 

団体負担金 0 

協賛金 0 

収入計 2,332,957 

支出 交通費 88,376 

消耗品費 357,238 

使用賃借料 4,970 

通信運搬費 74,540 

人件費 1,221,960 

行事保険費 1,500 

備品費 418,385 

委託費 50,000 

謝金 110,000 

手数料 1,748 

印刷製本費 4,240 

支出計 2,332,957 
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～活動報告～

5月 個別事業① キーパーソン顔合わせ 10月 個別事業① 下期キーパーソン研修①

6月 個別事業① 上期キーパーソン研修① 個別事業② 豊島五丁目団地交流会⑤

7月 個別事業① 上期キーパーソン研修② 個別事業② 西が丘三丁目団地 サロン①

個別事業② 豊島五丁目団地交流会①11月 個別事業① やさしい日本語講座

個別事業② 芝園かけはしプロジェクト視察 個別事業② 西が丘三丁目団地 サロン②

個別事業② とよフェス視察12月 個別事業② 赤羽南一丁目団地 BBQ
8月 個別事業② 豊島五丁目団地交流会② 個別事業② 西が丘三丁目団地 サロン③

個別事業② 豊島五丁目団地交流会③1月 個別事業② 西が丘三丁目団地 サロン④

9月 個別事業② 豊島五丁目団地交流会④2月 個別事業② 赤羽南一丁目団地 餅つき

個別事業② フラット５視察 個別事業② 西が丘三丁目団地 サロン⑤

個別事業② 赤羽南一丁目団地 防災訓練

個別事業② 豊島五丁目団地打合せ

年間の活動
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個別事業① キーパーソン育成事業
・キーパーソン研修を２回開催し、７名のキーパーソンを育成

個別事業②のキーパーソン派遣事業を開始することが出来た。

・キーパーソンは１１月の北区主催やさしい日本語講座に参加し、

外国人と接する際の注意点を学ぶことが出来た。

個別事業② キーパーソン派遣事業 豊島五丁目団地自治会

●豊島五丁目団地自治会の状況

世帯数4959世帯、外国人世帯数約500世帯、自治会加入率約50％
外国人の出身国：中国、韓国、ミャンマー、中東、アラブ系の国他。

課題に感じていること：外国人に限らないが、自治会の担い手が高齢化している

こと。ごみ問題、騒音問題等。外国人の方とコミュニケーションをとるための翻

訳化とIT化。

【活動１ 多文化共生支援団体の視察】

・7/21東洋大学主催とよフェス

（学生×高齢者コミュニティーサロン）

・アジア図書館カフェ

（外国人向けの日本語教室）
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＜目的＞

外国人入居者に生活する上での有益な情報やマナーを紹介し、

お互いに尊重し共同生活を営むきっかけを作るため。

＜活動内容＞

外国人向けにガイドブックを英・中・韓版で作成した。（参考資料参照）

新規入居の方がいらっしゃるUR事務所にてガイドブックをDL
できるQRコードのポップを設置した。

【活動２ 外国人向けガイドブックの作成】

【活動３ 自治会申し込み書類の多言語化】

＜目的＞

外国人の方にスムーズに自治会加入してもらうため。

＜活動内容＞

自治会加入用紙を英・中・韓訳した。

個別事業② キーパーソン派遣事業 赤羽南一丁目自治会

●赤羽南一丁目自治会の状況

世帯数:268世帯 、外国人世帯数:41世帯 、自治会加入率50％
外国人の出身国：中国、韓国半々。英語圏、東南アジア世帯それぞれ1,2世帯。

課題に感じていること：外国の方たちとすれ違うが中々交流のきっかけが持てな

い。イベントを通じてまずは顔見知りになり心の交流を通して自治会の活動を知

ってもらい、興味を持ってもらいたい。

＜目的＞

自治会の活動への理解を促進するため。

＜活動内容＞

防災セミナー・BBQ・餅つき・AED防災セミナー チラシを英・中・韓訳した。

【活動1 各種資料・チラシの多言語化】
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＜目的＞

自治会イベントに積極的に外国人を誘い、交流のきっかけと

すること。

自治会への関心を高め加入に繋げること。

＜活動内容＞

●9/8(日) 防災セミナー

●11/2(土)自治会交流BBQイベント

●2/2(日)餅つきイベント
→イベントに参加したことがきっかけで、自治会

への信頼が高まり、新規で加入したかたが早速い

ました。この活動を続けて外国人だけでなく、若

い世代にも自治会の活動に興味を持ってもらう機

会としたい。

【活動２ 自治会イベントへの参加＋交流促進】

個別事業② キーパーソン派遣事業 西が丘三丁目団地自治会

●西が丘三丁目団地自治会の状況

世帯数440、外国人世帯数50、自治会加入率ほぼ１００％

外国人の出身国：中国、インドネシア、バングラデシュ、モンゴル、ミャンマー

など

課題に感じていること：外国人ママが外にもでず、孤立していること

＜目的＞

自治会の活動への理解を促進するため

＜活動内容＞

地域のお祭りチラシ・地域の防災チラシ・自治会加入説明書を英・中・韓訳した。

【活動1 各種資料・チラシの多言語化】
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＜目的＞孤立しがちな、外国人ママが外に出て

地域の人と交流する機会を提供すること。

＜活動内容＞

●広報

掲示板、自治会長による外国人世帯へのポスティング、

声かけ、FBで広報を行った。

●開催 月１回土曜日１０時から１１時

10/17土 4名、11/16土 2名、

12/14土 4名 1/11土 4名 、

2/8土 6名（付き添いの子供2）
ミャンマー、中国、インドネシア、

バングラデシュ、モンゴルなど

↓交流のため、かるたやなんでもバスケットを行った。

子連れでも参加できるよう保育要員やおもちゃを用意

【活動2 日本語サロンなでしこ】

～参考資料～
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２．外遊び×未来の人育てプロジェクト 

 

提案団体 北区で子どもの遊ぶ場をつくる会 

主管課  子ども未来課・子どもわくわく課 

  

（１）団体概要 

子どもの育つ環境は厳しさを増しています。 

・ 知識優先で実体験が不足しがちであること 

・ 地域の交流が少なくなり、学年単位での遊びに留まっていること 

・ 子どもの遊ぶ場は、学校の敷地内か家に限定されつつあること 

・ スマホやゲームなど子どもを惹きつける商品があふれていること 

・ 大人がケガを恐れるあまり、子ども自らの挑戦ができないこと 

私たちは、『子どもが自ら育ち、生まれもった力を引きだす環境を拡げたい、

増やしたい』と考えています。 

 

（２）事業目的 

プレーパークに来る親たちから、『公共の場で子どもを怒ってばかり』『他の

子の親に謝ってばかり』といった悩みを打ち明けられることが後を絶たない。

一方、『プレーパークに出会わなければ、息子は外遊びの楽しさを知らないで育

ったかもしれない。母親の私が外遊びの大切さを知らないで育ててしまったか

もしれない。』という声も寄せられる。私たちは、プレーパークに来る親の声を

聞き、大人の意識が変わることで子どもの育ち方も変わることを学んできた。

平成 25 年の北区次世代育成アンケート調査をみると、小学５年生の放課後の

居場所のトップは自宅、次いで塾や習い事となり、遊ぶ相手は同学年、次に１

人で遊ぶとの回答だった。平日ゲームをする時間も長く、子どもが外で遊ばな

いどころか、引きこもってゲームにのめり込む様子が伺える。子どもの意欲や

コミュニケーション能力が低下し、自己肯定感の低い若者が増えている背景の

一つだと言える。子どもたちは、本当はどう過ごしたいのだろうか？このよう

な現状を改善するために、子育て中の親だけでなく、子どもに関わる大人、ひ

いては区民全体が、子どもがどうあるべきか、大人はどうふるまうべきかを考

えなければならない（本計画書においては、子どもと親・大人がどのように接

するのか、応対や声掛け、見守り等における意識やコミュニケーション手法を

「子どもとの『関わり方』」と表現する。）私たちは、本事業を通して子どもが

自ら育つ環境づくりの重要さを啓発していく。 

 

（３）事業概要 

対象別に、講座や講演会など行う。子どもの育ちの課題がわかりにくいこと

から、事業全体の概要版パンフレットや、事業実施報告リーフレットを作成し、
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啓発に役立てる。 

 

事業１ 一般区民向け講演会 

多くの方に子どもの育つ現状を知ってもらうために講演会形式で実施する 

事業２ 乳幼児の親向け講座 

仲間づくりも目的とした子育て講座を実施する 

事業３ 幼児から小学校低学年の親向け講座と体験 

学びを実践に落とし込んで理解する講座を実施する 

事業４ 子どもの放課後に関わる人向けセミナーと実践  

現場の悩みの解決方法を話し合い考えるワークショップを実施 

事業５ 事業概要版パンフレット及び事業報告書リーフレットの作成 

 

（４）役割分担 

団 体：講演会、講座、研修の企画・運営、広報（ポスター、チラシ等の作成） 

主管課：講演会、講座等のプログラム検討等の協議、会場の早期借用、広報支

援（北区ニュースやホームページ掲載）、団体だけでは声掛けしにくい

組織へのアプローチ 

 

 

（５）事業の決算額  

区  分 項  目    金  額（円） 

収入 北区負担金 2,609,000 

団体負担金 71 

収入計 2,609,071 

支出 謝礼 716,304 

消耗品費 92,557 

印刷製本費 20,890 

通信運搬費 18,080 

保険料 23,650 

使用料賃借料 84,810 

人件費 939,800 

委託料 712,909 

対象経費計 2,609,000 

対象外経費 71 

支出計 2,609,071 
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（６）事業の成果や課題 

事業１ 子どもが育つ環境を考えるための講演会 

 

講演会タイトル  

「AI 時代を人間らしく生きる力をどう育むか～遊びの豊かさについて考える～」 

（講師：汐見稔幸氏） 

開催日 10/14（月祝）赤羽会館大ホールにて 

１）講演概要 

  子どもたちの生活スタイルが変わってきたことによる影響 

  体験の大事さについて 

  AI 時代は、人間がこれまで行ってきた、身体を使って生活する、工夫する、

他者と直接関わって生活するといった行動をしなくても済むようになる 

  これからの子育て、教育では、体を使い、感覚を鍛え、体で覚え、自分で

必死に考え、他者と深く多様に関わることが楽しい、という体験をできる

だけ増やしていくことが基本。できることは自分たちで、やれる範囲でし

ようという知性、行動に結びつく知性を育てるべき。AI 時代は、自然のな

かで豊かな遊びをいっぱいする子が伸びる時代といえる。 

  質疑応答、昔の子どもの遊ぶ写真を 10 数枚映して解説。 

  その他 

・会場内では、プレーパークの様子や北区で子どもの遊ぶ場を作る会の活動

内容のポスターを展示 

・赤羽会館小ホールを保育室として使用。２歳～小学２年生までの保育を実

施。 

・講演会場内後方には、子どもが過ごせるスペースを設置。折り紙やお絵か

きなどの遊び道具を置いて子どもが過ごせるようにし、見守りスタッフを

配置。 

・風鳴舎スタッフによる汐見先生の書籍コーナーを設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
子どもにとって豊かな遊びの

大切さを熱く語る汐見先生 

昔
の
子
ど
も
の
写
真 

 

遊
び
心
に
溢
れ
て
い
た 
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２）参加者数 

 表-1 のとおり、当日の参加者合計は、一般申込みに行政関係者及び当会スタ

ッフを合わせて計 179 人だった。アンケートは 92 枚回収した。 

なお、一般の申込み 189 人のうち、当日参加者は 139 人と欠席が 69 人だ

った。 

 

表-1 参加者数など 

区分 申込数 
当日 アンケート 

備 考 
参加者数 回収数 割合 

一般申込み 189 139 92 66% 保育 13 名 

行政関係者 － 19 

－ 当会スタッフ － 21 

計 189 179 

 

 

３）成果と課題 

 アンケートの結果をもとに成果と課題をまとめた。 

①参加者の年代と子の年代 

参加者の年代は 40 代が最も多く、次いで 30 代、50 代と子育て世代が中心

だった。子の年代は小学生や就学前が多かったが高校生以上も 27％と少なくな

かった。 

     問 あなたの年代は？ 

    

 

 

 

 

 

 

     

20代

2%

30代

34%

40代

38%

50代

16%

60代

7%

70代

3%選択肢 回答数 割合

10代以下 0 0%

20代 2 2%

30代 31 34%

40代 35 38%

50代 15 16%

60代 6 7%

70代 3 3%

80代以上 0 0%

遊び保育の様子 環境が整えばいつだって子どもは遊ぶ 
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     問 お子さんの年代は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

②講演会の満足度 

講演会の満足度は、99%が「とても満足した」または「満足した」と回答し

ており、満足度が高かったことが窺える。「満足しなかった」と回答した１名に

ついては、特に記述がなかったために理由は不明。 

 自由記述から、汐見先生の話の様々な部分で共感した人や感銘を受けた人が

いることがわかる。実際にプレーパークに子どもを連れて行ってみよう、保育

や子育てで実践してみようという意見も多く見られた。また、室内が寒かった

という意見も散見されたので今後の検討事項としたい。継続開催を希望する声

やもっと広く開催を周知するべきという声も多く、総合的に参加者から高い評

価を得られたと考える。 

 

 

 

問 満足度を教えてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日は、各地に甚大な被害をもたらした台風 19 号が通過した翌々日であ

り、交通機関の麻痺などの心配があったが、無事に開催することができた。一

方、申込み受付開始から一週間もしないうちに定員に達し、区内の掲示予定を

取りやめ、新たな申し込みも断ったが、台風の影響からか当日欠席が 56 人と

多数だった。今後、申込み方法や欠席対応について検討が必要だ。 

とても満

足した

64%

満足した

35% 満足しなかった

1%

選択肢 回答数 割合

無記入 9 10%

就学前 41 45%

小学生 46 50%

中学生 6 7%

高校生以上 25 27%

選択肢 回答数 割合

とても満足した 57 62%

満足した 31 34%

あまり満足しなかった 0 0%

満足しなかった 1 1%

無記入
7%

就学前
32%

小学生
36%

中学生
5%

高校生以上
20%
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事業２ 乳幼児の親向け子育て講座 

講座タイトル 

「親が困る時は子どもが育つ時」（講師：幾島博子氏） 

 

１）講座概要 

  ワーク 「親が困る時って、どんな時？ど

んなこと？」を問う 

例）家の中、友達の家、児童館、公園、スー

パー・店、乗り物、道路、その他 

  ワーク 一つの例を取り上げて、３人程度

のグループで話し合いシートに書く 

  各グループの発表 

  講師からのまとめ  

子どもが自ら行うことは、自ら成長しようと 

して行っていること。「良い子」の枠に押し込めると、 

伸びようとする芽を摘むことになる。 

どうしたらよいか？ 

短期ポイント 

・生命に関わるかどうか？ 危険度によっては力で止める（冷静に） 

・子どもは何をしたいのか？ よく見る、気づく 

・やりたいことの気持ちを受けとめる、言葉にしてあげる（言葉の社会化） 

・周りの状況で出来ない事の枠組みは崩さない。 

大人の都合が優先されることもある 

・やりたいことができる環境へ、工夫をするなどどうしたらよいか？ 

説得力のある幾島先生の話 

熱心に聴講するママたち 

講演会の様子 先生のお話にうなずく方がたくさんいた 
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長期ポイント 

・子どもはそういうものとあきらめる。走るもの騒ぐもの、台所用具は遊

ぶもの 

・わかっている人とのつながりを作る。 

近所、ママ友（カッコつけない、お互い様）            

・困る場には連れて行かない、困らない場に連れて行く 

屋内より屋外の、より自由度の高い、プレーパークなどを選択肢にす

るといい。 

 

 

２）参加者数 

 表-2 のとおり、３つの会場で計 60 家庭の参加があった。 

 

表-2 参加者数など 

開催日 会場 
参加人数 アンケート 

備考 
家庭数 人数 回収数 割合 

6 月 27 日（木） 東十条東児童館 30 75 24 80% 母 30 人/子ども 45 人 

7 月 2 日（火） 十条台子どもセンター 13 26 13 100% 母 13 人/父 1 人/子ども 12 人 

7 月 5 日（金） 王子東児童館 17 37 17 100% 母 17 人/子ども 20 人 

計 60 138 － 

 

 

３）成果と課題 

 アンケートの結果をもとに成果と課題をまとめた。 

３つの会場ともに、講座について「とても満足した・満足した」が９割を超

えた。その理由として、「他の人の話がきけた、子どもへの接し方を学べた、困

った時の対処法が学べた」が上位だった。やってみようと思ったことに、「子ど

ものやりたいことができる方法を考えてみる、子どもの気持ちを受け止めて言

葉にしてみる、子どもが何をしたいのか考えてみる」が多く、積極的な姿勢が

みられた。「プレーパークにいってみる」という回答も少なくなかった。実際、

講座後にいなりプレーパークに遊びに来ている親子もいる。また、受講前から

プレーパークを利用していた方の中には、子どもの育ちと遊びに一層関心を深

めた方もいる。 

内容的には、多くの母親はおもちゃの取り合いや、順番を待つことを子ども

に守らせたいと口にしつつ、実際２歳の子どもがそれを守れるか？と問うと守

れないとわかっていた。２歳児が「貸して」と言われて「いいよ」という状態

は不自然だと手を挙げた方がたくさんいた。親が２、３歳にムリを求めている
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現状があり、その矛盾への気づきが見られた。早い時期から周りの目を気にし

てトラブルを避けながらの子育てをすることで、子どもの芽を摘んでしまいか

ねないこと、乳幼児に早くから我慢させることは主体性を奪うということを伝

えられたと思う。 

課題として、受講内容を、日常で実践・継続していくことの難しさがある。

親が子どもへの接し方に困った時、周りにいる身近な大人が声をかけられる環

境があると良い。今回、児童館や子どもセンターを会場にしたことで無理の無

い範囲で、職員の方に聴講してもらえた。共に学ぶことで、例えば、『貸して、

いいよ、を親同士に言わせる慣習をやめる』ことができるかもしれない。次年

度も児童館などの協力が得られるとありがたい。 

 

 

  

グループワークで活発な意見交換をする参加者 
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53%

31%

46%

47%

62%

50%

0%

8%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

王子東

十条台

東十条東

問 満足しましたか？

とても満足 満足

あまり満足しなかった 満足しなかった 0 10 20

王子東

十条台

東十条東

満足した理由（複数回答）

ほかの人の話が聞

けた

子どもへの接し方を

学べた

困ったときの対処法

を学べた

困っていることを話

せた

困っていたのは自

分だけじゃないと

知った

子どもも困っている

ことがあるのだとわ

かった

0 5 10 15 20

王子東

十条台

東十条東

問 やってみようと思ったことは？

（複数回答）

子どものやりたいこと

ができる方法を考えて

みる

子どもの気持ちを受

け止めて、言葉にして

みる

子どもが何をしたいの

かを考えてみる

プレーパークにいって

みる

外でのびのび遊ぶ時

間を増やす

やってはいけない時

には叱る

相談できるママ友を増

やす

近所に知り合いを増

やす
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事業３ 幼児から小学校低学年の親向け子育て講座 

講座タイトル  

「遊びで育つ子どもの力～子育てが楽になる見守りの

コツ～」（講師：林希栄子氏） 

 

１）講座概要 

＜親向け講座＞ 

  講師紹介 

  参加者自己紹介 

６人グループになり、事前記入のなまえシールで自

己紹介 

  アイスブレイク「遊び絵地図ワークショップ」 

自分の家、周りの地図、何をして遊んでいたかを「遊

び絵地図（文字＋絵）」記入 

グループ内で各自発表 「あるある」共通の遊び、

「すごい」印象に残った遊び 

  現代の子育て 

  現代の子どもたちは…？現代の母親たちは…？ 

  遊びで育つ子どもの力 

主体性、共感性、コミュニケーション力、 

自己肯定感 

  子育て中の「楽しい！」「大変！」 

ワークショップ＜前半＞ 

子育ての、楽しいこと、大変なことを記入 

グループ内で一人ずつ発表→感想、意見、共有 

  プレイワーカーの遊びの見守りのコツ 

子どもの世界を感じる！（遊びのツボ、遊びのキュー） 

大人も楽しむ！（準備する、遊びのレンズ、ナナメの関係） 

  子育て中の「楽しい！」「大変！」ワークショップ＜後半＞ 

子育てが楽になりそうなアイデアを記入 

グループ内で一人ずつ発表→感想、意見、共有 

  まとめ、質疑応答、アンケート記入 

 

＜親子で体験＞ 

  オリエンテーション 講座のポイント説明 

遊ぶ様子をじっくり見る。子どもが自ら選んで、 

遊びこめるようにサポートする 

遊び心を発揮して、大人も楽しんでみる 

上段 

子どもが遊びで育つ様子を語る講師 

下段 

 グループで語り合う参加者 

親子で体験 講座のポイントを聞く様子 
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「遊びのレンズ」をかけて、おもしろがってみる 

他の参加の親子とも、関わりながら遊んでみる 

  遊び体験 

あそびを見守る、子どもとあそぶ、大人と対話 

  参加者感想共有 

  まとめ 

２）参加者数 

 講座は 23 人、体験には 26 人の参加があった。体験は子ども 30 人も参加

し、親子で外遊びを楽しんだ。 

 

表-3 参加者数など 

 

 

 

３）成果と課題 

 アンケートの結果をもとに成果と課題をまとめた。 

親向け講座は、狙い通りの参加者の理解が得られ、高い評価とともに第２回

目の「体験」への積極的な参加意欲を得られた。講座は理解しやすく、参考に

なるものであったことが、８～９割を超える肯定的な回答から確認できた。自

由記述からは、「大人の想いと子どものやりたいは異なることを理解した」、「『遊

びのメガネ』を試してみたい」といった講座内容の理解に関するもの、「良い講

座、理解しやすい、意見交換交流ができてよい」といった講座運営に関するも

の、「プレーパークを知った、関心を持った、参加したくなった」といった次の

行動につながる意見があった。次の「体験」に向けて、積極的に講座内容を試

したいと期待している様子も伺えた。 

  

 

 

 

 

 

 

回答数 割合

11月10日(日) 親向け講座 23 23 100% 保育：15人

11月24日(日) 親子で体験 26 22 85%
子ども：30人

20組（夫婦参加あり）

49 - － -

開催日

計

内　容
大人

参加者数
備考

アンケート
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問 講座の理解について 

選択肢 回答数 割合 

よく理解できた 18 78% 

だいたい理解できた 4 17% 

理解できなかった 1 4% 

その他 0 0% 

 

 

 

 

問 講座の内容は参考になりましたか 

選択肢 回答数 割合 

とても参考になった 19 83% 

参考になった 3 13% 

あまり参考にならなかった 1 4% 

その他 0 0% 

 

 

 

問 次回の体験の日にやってみたいことを教えてください（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親子で体験も参加者から高い評価を得ることができた。更に、「講座」と「体

験」により理解・実感を得ることができた参加者が、日常において、学んだこ

とを試していこうとする高い意欲がみられた。 

体験・講座は参考になるものであったことが、回答者全員の肯定的な回答か

ら確認できた。その理由としては、「子どもの遊ぶ姿を見守ることができた」「外

での遊びでこどもの喜ぶ姿を見られた」「講座で学んだことを試すことができた」

「他の大人との関りが大切であることを感じた」といった、講座で学んだ「見

選択肢 回答数 割合 

子どもと一緒にとことん遊びたい 6 26% 

子どもが遊ぶ様子をじっくり観察してみたい 15 65% 

他の参加者の親子と関わってみたい 3 13% 

普段できない遊びをしてみたい 15 65% 

遊び心を発揮して大人も楽しみたい 8 35% 

その他 1 4% 

よく理解で

きた, 78%

だいたい理

解できた, 
17%

理解できな

かった, 
4%

その他, 
0%

とても参考

になった, 
83%

参考になっ

た, 13%

あまり参考にな

らなかった, 4%
その他, 0%
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守りのコツ」を体験できたことによる。 

「講座」と「体験」の企画について「学んだことを試すことができて良く理

解できた」、「いっしょに遊んで子供の目線になれて楽しかった」といった座学

だけでは得られにくい理解もみられた。また、「子どもたちをこんなにも自由に

遊ばせてあげることはなかったかもしれない」と体験によって大きな気づきが

あった。 

プログラムの曜日や時間帯について肯定的な意見も得ることができた。今後

の企画については、「講座の回数を増やしてほしい」「プレーパークを増やして

ほしい」といった期待する意見もあった。 

 

問 体験の内容は参考になりましたか 

選択肢 回答数 割合 

とても参考になった 15 68% 

参考になった 7 32% 

あまり参考にならなかった 0 0% 

その他 0 0% 

 

 

 

 

  

とても参考に

なった, 68%

参考に

なった, 
32%

あまり参考になら

なかった, 0%
その他, 

0%

箱を投げる遊びにはじける子をじーと見守る 

こんなに遊ぶ子だと思っていなかったという 

泥
遊
び
を
背
後
で
そ
っ
と
見
守
る 
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事業４ 子どもの放課後に関わる人のためのセミナーとワークショップ 

講座タイトル  

「遊びと育ちを理解した子どもとの関わり方」 

（子どもの放課後に関わるスタッフのためのスキルアップセミナー） 

（講師：関戸博樹氏） 

１）講座概要 

＜セミナー＞ 

  自己紹介 

  アイスブレイク「遊びの思い出を語る」

子どもの頃の遊びの思い出から今の遊

び環境の違い、遊び環境の変化を明ら

かにする。 

 

  「そもそも人はなぜ遊ぶのか？」「子どもに関わる大人の役割とは？」 

  似顔絵ワーク「遊ぶ」という状態を体感する 

  遊びの背景としてある「現代の社会状況やその影響」 

環境問題として、禁止看板、苦情、自己肯定感、他人に迷惑をかけない子、 

等 

  遊び場にいる大人の役割「遊ぶ」を支える 

  「子どもが遊ぶ」ことを支える Adulteration（遊びの大人化） 

寄り添うワーク邪魔するワーク 

  こんな時どうする？ワーク Ｑ＆Ａ50のテキストを使って 事例 3本×８

分 

  危険管理 リスクとハザードの違いについて 

  まとめ、質疑応答 

 

＜実践＞ 

  オリエンテーション セミナーを振り返って 

  アイスブレイク 「マイセンス」自分の好きな感覚を知る 

  実際、子どもに関わってみる 

  リフレクションとまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

セミナーの様子 
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２）参加者数 

セミナー31 人、実践 14 人の参加者があった。 

 

     表-4 参加者数など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）成果と課題 

アンケートの結果をもとに成果と課題をまとめた。 

セミナーは、「よく理解できた、理解できた」並びに「とても参考になった、

参考になった」ともに 100％と高評価だった。その理由として、以下があげら

れる。①少人数でのグループワークで所属の異なる大人との意見交換ができた 

②一方的に講師の話を聞くのではなく楽しく取り組めるワークで受講者の集中

が途切れなかった ③“困った子の対応”の話題では否定的なネガティブな雰

囲気になりがちだが、子どもの遊びを理解することでポシティブになれた。 

後日になるが、セミナーに 7 人のスタッフが参加した滝三わくわく☆ひろば

の職員に、セミナーを受講して現場で役にたっているかと尋ねる機会を得た。

職員は、リスクとハザードを見極めながら子どもの遊びを見守るよう、他のス

タッフとも共有し始めたという。以前は、子どもの危なっかしく見える行為は

早めに止めていたが、今は周囲の環境や状態、その子の体力、能力を考慮しな

がら、遊びを見守るか声をかけるかを考えるという。 

 

 

問 セミナーは理解できましたか？ 

選択肢 回答数 割合 

よく理解できた 23 88% 

だいたい理解できた 3 12% 

理解できなかった 0 0% 

 

 

開催日 会場 
参加 

人数 

アンケート 

回収数 割合 

9 月 8 日

（日） 

セミナー 
31 26 84% 

北とぴあ 

9月23日

（月祝） 

実践 

14 10 71% いなり 

プレーパーク 

合計 45 - - 

カテゴリー  9/8ｾﾐﾅｰ 9/23実践
わくわく☆ひろば 15 6
ﾌﾟﾚｰﾊﾟｰｸ 5 2
子ども食堂 3 1
児童館 3 1
学童クラブ 1 1
子どもセンター 1 -
学習支援(NPO） 1 1
⺠間団体 1 1
北区議 1 1
総計 31 14

よく理解で

きた, 88%

だいたい

理解でき

た, 12%
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問 あなたの活動の参考になりましたか？ 

選択肢 回答数 割合 

とても参考になった 21 81% 

参考になった 5 19% 

あまり参考にならなかった 0 0% 

 

 

実践のアンケート結果では、セミナー同様に「とても参考になった、参考に

なった」が 100％だった。プレーパークの場で子どもたちが好きなようにやり

たいことを、目を輝かせて遊ぶ様子を見てもらったことで、大人のさせたいよ

うにさせてしまう遊びとの違いをしっかり理解してもらえたと思う。ただ、プ

レーパークと校庭では、空間が違い過ぎるという指摘や室内での実践も知りた

いとの意見もあった。 

次年度の日程設定について、アンケートでは日曜で参加できたという意見も

あったが、募集時の反応は、日曜や祝日の計２回参加は負担感があるようで応

募が非常に少なかった。わくわく☆ひろばや児童館スタッフが多忙になる夏休

み前の平日午前を検討したい。常勤、非常勤の立場に関係なく、どのスタッフ

も参加しやすいよう、わくわくの研修に組み込んでもらえるとありがたい。実

践の会場については、プレーパークの現場で雨天対応に苦慮した。学校校庭や

体育館を利用できると良い。内容的に、対象者別（新人向け、管理者向け等）

やテーマ別（職員を困らす子の対応、ふりかえりの仕方等）についても協議し

たい。 

 

 

問 あなたの活動の参考になりましたか？ 

選択肢 回答数 割合 

とても参考になった 7 70% 

参考になった 3 30% 

あまり参考にならなかった 0 0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても参

考に

なった, 
81%

参考に

なった, 
19%

とても参考

になった, 
70%

参考に

なった, 
30%

最初はセミナーの内容の復習から 大人も遊んでみないと 

楽しさも危なさもがわからない 
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◆アンケート自由記述（一部抜粋） 

【事業１ 講演会】 

問 講演会で印象に残った内容を教えてください 

№7逆に自然の中で遊ばせるのが大事ということ 

№10 全ての話共感できた。楽しかった道路の遊びが確かにできなくなった。子どもたちの遊び

場の大切さ、今の子どもたちの遊び場がないことを改めて気付き何とかせにゃあかん！と

思った。都市に田舎を～の空き家活用など私も行動できてないけど考えていたことが一緒

で、いつか自給自足ができるような生活が実現できるように私も何かできることがあれば

していきたい。 

№11"LIFE"命、生活、人生。LIFE を豊かにするための遊びは五感を刺激し頭を使うものである

こと 

№16 先生のお言葉全てですが・・・やはり、身体で処理する、自分で考える、他者と直接関わ

って生活する３つこそ人間の喜びであり、それを育むために自然の中で豊かな遊びをいっ

ぱいすることが大切だ。ということです。「発達の個性」 

№23 子どもに遊びを与えるのではなく、自ら考え遊びをさせることを大人が率先していくこと

の重要性を考えさせられました。 

№32 命を輝かせるには遊びを豊かにしてあげ、好きなことを見つけてあげることが親の使命で

あるということに感銘しました。それと共に私自身も命を輝かせているのであろうか？と

も考えさせられました。 

№35 先生のお話はシンプルで力強く、わかりやすかったです。昔のように遊ぶことが難しくな

った今の子どもたちは、ではどうしたら生きる力を育むことができるのか・・・親はイロ

イロ考えていかなければならないな、と思いました。 

№41 生活を豊かにすることが、自分の想像以上に大切であるということだった。群れて遊ぶこ

一般のプレーパーク参加者とのびのび過ごす 

子どもの無駄？にみえる遊び 

この子が将来を生きるためにとても大事 
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とは大切だということ。 

№48 豊かに遊ぶ大切さ。AI社会において人間らしくいきる大切さ。 

№51 遊びの大切さを改めて見直すことができました。一人一人の個性を大切にできる社会の必

要性についてのお話が印象的でした。自分の考えも改めて変えていく必要性を感じ、楽し

い人生を送りたいと思いました。 

№65 写真とても楽しかったです。遊び大切ですね。道路→児童館→学校になってしまいました。

校庭は広いですが、スタッフの方たちが危なくないようにと監視管理をしている場所で、

工夫出来る遊びの場所ではありません。学校も都や区へ従うしかなく・・・難しい問題で

す。 

№69 人と違っている事が良いことだと言う時代になったのだと思いました（以前なら同じこと

を求めていたと思う）。人は、自然の一部なので自然とダイナミックに遊べることは大切だ

と思う。すきなことに夢中になれること、五感を使うこと、いまからでも子どもに何かで

きないかなあと思った。 

№84 自分の育った時と今の子どもたちの育ち方の違いを感じ、これからの危機感を感じた。仕

事の中で、また孫の成長に生かしていきたい。 

№90 自分の体を使い、考え、工夫することで喜びを味わうことが大切であり、「生活」を楽しむ

力を育てることが課題であるということ、という点に感銘を受けました。 

№91 遊びを考えて、工夫して、自分達なりの世界を作ることの大切さは、既製品のおもちゃが

気が利いている現代に思い出すべきことだと思った。 

 

 

問 感想や気づいたことなど、ご自由にご記入ください 

№4ちゃんと遊ばせようと思いました。 

№9自ら０～１を生み出す能力を身につけるころの大切さ。その力は、幼い頃の自然体験が大切

であること、考える力が大切であること、を学びました。 

№14 プレーパークに子どもを連れていこうと思いました。 

№15 自然の中で遊べる機会をつくってあげたい。プレーパークにもぜひいってみたいです。 

№17 知育おもちゃや本を与えすぎていて、自分で工夫して遊ぶということをあまりさせなかっ

たと気がつきました。工夫をさせるような、それが楽しみになるような遊ばせ方を心がけ

ようと思いました。 

№18 自然を感じる体験を子どもにさせたいと思いました。 

№22 子どもたちとたくさん外遊びをして、経験をしていこうと思いました。 

№27 未来の AI 社会になっても、子どもに対して、遊びのゆたかさの生活を育てるのは大切なこ

とです。 

№41３才と７才になる子どもを育てているが、外遊びがなかなか出来ていなかった。もっと意識

的に遊ばせようと思う。下の子の発達が遅めで不安に思うこともあったが、個性として受

けとめ、応援していく心構えのようなものをもてたような気がする。お話を聞けて良かっ

たです。ありがとうございました。 
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№44 本当に納得！勇気づけられました。不便なこと、手作りを大事にしたい。外遊びを子ども

と楽しんでいこうと思いました。 

№51 遊びの重要性は昔から言われてきているが、なかなか大人の考えの中に浸透せず、軽く見

られてしまっているように思います。子ども自身も時間に追われ、じっくり遊ぶ時間が取

れていないことも問題に思いますが・・・。子どものあそぶ権利を認めることができる北

区になっていってもらえたらと思いました。 

№55 子どものあそびの充実を考えたい。自分の子どもたち、そして、保育園で働いているので、

その子どもたちに対して。 

№56 区立保育園で働いています。先生は「もしも・・・」という形でお話されましたが、今の

子どもたちは既にロケットの中で生まれたに近い環境で過ごしています。しかもそのよう

な子達の親は、その環境こそ子どもにとって最良と考えています。知識はあれど、人と関

われない、親の前では良い子だが園生活で問題行動が多い・・・以前は珍しかったそんな

子が珍しくなくなりました。保育士はその子に、親に、何をしたら良いでしょうか。 

№68 私は保育士で、０、１、２才児の園にいるが、生活とあそび（実体験）がどれだけ大事か！

大切に取りくんでいる意味を再認識し、より子ども達の豊かな実体験ができるように考え

て日々とりくんでいきたい。 

№73 そのために、幼児期に体をつかった様々な遊びを十分にとことん満足できるまでやり遂げ

られる環境を整えることについて、更に工夫していきたいと思いました。この様な貴重な

機会を与えてくださり感謝申し上げます。これからも子育てのヒントとなる講演会を企画

していただきたいです。 

№74 我が園（保育園）も、天気の日には必ず散歩に出かけ五感を育む保育をしています。これ

からも先生の言葉に勇気をもらい勉強ばかりでない保育を進めていきたいと思います。あ

りがとうございました。 

№75 五感を使って生活を楽しむことの大切さが身にしみました。 

№81 子どもの環境とても大切。政治も目を向けてほしいです。 

№90 子どもの頃に体験させたいことや、育てたい力についてよくわかったのですが、実際にど

こで、どんなふうに遊ばせたらいいのか、という具体的なことも提示していただきたかっ

たです。 

№92 2 歳半の子を育てる母です。夫婦で拝聴しました。我が子を育てていく上で、情報過多で

何が良いのか悩むことも多いなか、汐見先生のお話を伺い、一本の柱が通ったような気が

します。あらためて、外遊びや自然体験の大切さ、異年齢遊びの大切さを感じました。幸

い我が家の近所にも就学前の幼児が多数住んでいます。公園も近くにありますが、手入れ

がされておらず、残念ながら子どもたちが集う場所にはなっておりません。区の関係者様

への要望として、まちの近所の小さな公園を子ども達や多世代が集う場所として機能する

ような場所へ整備して頂けることを願います。(ちなみに自宅近くの公園とは、赤羽三和児

童遊園です)宜しくお願い致します。 
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事業２ 乳幼児親向け講座 

＜東十条東児童館 6/27＞ 

№2 子どものやりたい気持ちを大切にしなければと改めて思いました 

№3 おもちゃの取り合いは仕方のないこと、だけど、子どもの気持ちを大切にしようと思いま

した。我慢を覚えさせるのはもう少し大きくなってからなのでしょうか？ 

№4 ダメダメいうのではなくもっと子どもの気持ちや考えを理解できるようにしてみようと思

いました。ありがとうございました。 

    ＊満足度の理由 №4 子どもの気持を考えていなかったなーと反省できた。 

№5 子どもは言う事を聞かない、ゆずれない事はわかっているのに、自分の子どもにもとめて

しまっていた事に気づいた 

№6 子どものやりたい意欲や好奇心の芽をつまずに、安全の中でのびのび遊ばせる環境の工夫

をもう少ししようと思いました。 

№9 子どものことでイライラしたり、困った時は子どもは今何をしたいのかを意識して考えて

みたいと思います 

 

＜十条台子どもセンター 7/2＞ 

№1 子どもの気持ちによりそうこころのゆとりをもてるようにしたいなと思いました 

№2 下の子を思いきり遊ばせる機会が少ない事に気づきました  

№4 着替えたくない→眠いの？かな？できる限り早く寝かせてみようと思いました。自分の子

どもにはない行動もあり、個性もあるのだと気づいた  

№5 講座テーマがまさにその通りだということに今日参加してきづきました。姉兄がいる 1歳

なのでつい見過ごしがちで「いいよ」と許容しがちなのですがしっかり向き合ってあげた

いなと思いました。それから長女長男への接し方についても考えるきっかけになりました。 

№6 子どものやりたいことができる方法を考えてみることが、改めて大切なことがわかりまし

た 

№7 つい口癖のように「ダメ」と言ってしまっています。子どもの気持ちを受け止めて言葉に

してみる。これから子どもに対してそのように接していきたいと思いました。  

№9 同じようなことで困っているお母さんたちと話ができて共感できたことが良かった。やら

れたら困る（親が）ことを他の形でやらせてあげられるように工夫していきたいと思う  

№11 日々のことで今日のように分析することは難しいと感じる。講座の問に子どもの見守りス

タッフがいたのはとても良かった。参加しやすかった  

＊満足度の理由 №11 わかっているが日常の中では難しいと感じた 

№12 悩みを話したり聞いたりできたので、気持ちがすっきりしました。自分の関わり方を少し

変えてみたいと思います。 
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＜王子東児童館 7/5＞ 

№1 子供の気持ちをちゃんと分かってあげているか不安。まず、子供の気持ちを言葉にするは

意識し、クセ付けないとつい忘れてしまいそう。おっとりで人見知り、場所見知り、運動

の発達も遅くすごく甘えん坊。個性なのか私の育て方がよくないのか、相談する機会が欲

しい。 

№2 頭ではわかっていても、いっぱいいっぱというのが正直な気持ちです 

№3 物を投げてしまうのは自分の子供だけで、何か自分の育て方に問題があるのでないかと不

安だったが、他の子もそうだと知って安心できた 

№4 ダメばっかり言うのを少しやめてみる 

№6 気持ちを受け止め“言葉にする”というのが新しい発見だった 

№7 他の参加者の話がたくさん聞けて勉強になりました 

№8 子供がどうしてそのような行動をとるのかつきつめることをあまりしていなかったので考

え方、対処法など知ることができたので題材にならなかったイヤのことにも活用できると

思います。ありがとうございました 

№9 子供の気持ちに寄り添うこと！！これが（言葉にする）ポイントですね。試してみます 

№11 子供の気持ちをもっと言葉にしようと思いました。 

№14 子どもの気持ちをきくことが、時間がないとなかなかできていない。あらためて気付かさ

れます 

 

 

事業３ 幼児～低学年親向け講座 

問 感想や気づいたことなど、ご自由にご記入ください 

・プレーパーク行きます。とっても素敵な場所と時間を提供してくださりありがとうございます。 

・火遊びやノコギリなど危険かなと思えることも、プレーパークでは体験できそうかなと思いま

した。 

・火起こしやドロだらけになって遊べる場所を初めて知りました。是非今度子供を連れて行って

みたいと思います。そして遊びのレンズをつけてみようと思います。ありがとうございました。 

・子どもと遊ぶことが不得意だったので、それを克服できるきっかけになったと思います。 

・自分が遊びなれていないことに気づけてよかったです。 

・プレーパーク、是非行きたいと思いました。 

 

問 講座の内容が参考になった理由を簡単に教えてください。  

注：回答箇条書き前の数値(1)(2)は、問 1の回答：(1)とても参考,(2)参考 を表す 

・(1)子どもがすごく楽しんで遊んでいたので。“主体的に”遊ぶ大切さを改めて感じました。そ

のためには環境、おとなの関わり方が大事ですね。 

・(2)子どもは色々な方とかかわったほうが良い。 

・(2)子供の遊びを肯定的な目で見られるようになったから。 
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・(1)普段はインドアでほとんど外に出ないので、プレーパークで遊んでもらえて良かった。な

るべく親は見守って子どもだけで遊べるようになってほしい。 

・(1)体験する場を用意することで、子供の遊びを余裕をもって見守ることができた。 

・(1)実際に子供と泥だらけで遊んだり、注意なしで遊んだことでストレスがなくなりました。

最初はのり気でなかった子どもも時間がたつにつれて大はしゃぎでした。 

・(1)私自身が生活のメガネをかけてしまっていることや、他の子の親の目が気になってどうし

ても止めてしまったり、注意することが多い中で「見守り」ということの大切さを改めて

気付くことができた。 

・(1)汚れるのを嫌がっていた娘が徐々に汚れを気にせずにあそぶようになり、遊び方を考え直

すきっかけになった。 

・(2)子供がのびのびと遊んでいるようなので参加させてもらって良かったと思っています。ま

た、次回も予定が合うときに来たいと思います。ありがとうございます。 

・(1)子どもたちをこんなにも自由に遊ばせてあげることはなかったかもしれない。兄弟そろっ

てドロ遊びが大好きですごく夢中になってドロドロになっていた。 

・(1)他の子、他の大人と子供が関わることが少なくなっていると感じました。自分の子に口出

ししない、見守ることがコツだと思いました。 

・(2)他の方のお子さんとの接し方を間近に見て、安心することができました。ヒントをもらう

こと（親も、童心に帰って、心を開放できるんだ！）もあり、親子で楽しめました。外遊

びの笑顔は別物ですね。 

・(1)どのように子どもと遊べばよいのかポイントがわかりました。 

・(1)小４と 4才の兄妹を連れてきました。妹はもともとのお友達とすぐ遊び始めて「いつもの

プレーパーク」通りになったのですが、７，８年ぶりに来た兄の行動が面白かったです。

何していいやら・・・とぶらぶら所在なげでしたが、いつの間にか居場所を見つけていま

した。来る前に予想していた「帰ろうよー」は一度も出ませんでした。 

 

問 今回の「講座(11/10)」と「体験（本日）」の設定（曜日・時間帯・会場・２回シリーズ）

に関しての、ご意見ご感想をお聞かせください。 

・講座では、プレイリーダーならではのエピソード沢山で、反省したり感動したり。体験を通し

て実践できて、子育てって楽しいなと思えました。 

・「体験」のみ参加しましたが、普段できない遊びを沢山できて良かったです。 

・私も子どもも楽しかった。 

・親自身が子供の目線に立って遊びを楽しむことの大切さに気付かされました。 

・子どもを見守るということでものすごく体験できました。講座と体験両方あってよかった。 

・講座で聞いたことを活かそう！と意気込んで来ましたが、いつも通りに楽しく遊んでいます。

2回シリーズとして意味ある参加のしかたができたか自信ないですが、とにかく楽しかったで

す。 
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問 今後、取り上げてほしい内容や、ご意見ご感想についてお聞かせください。 

・プレーパークをもっと広められたら良いなと。のびのび過ごせる場は居心地が良いし、大人も

子どもも心身ともに元気で居られると思いました。 

・常設のプレーパーク（土日で良いので）をつくってほしい。田端方面でもプレーパークをやっ

てほしい。 

・子どもがとっても楽しそうでした。ありがとうございました。 

・子育て（年齢年代別）について、日ごろ個人ではできないような遊びをみんなで体験できるよ

うな場があるとうれしいです。 

 

 

事業４ 放課後大人向けセミナーと実践 

問 今後の研修で要望や希望をご記入ください  

№1  外国からこられた保育士さんが日本の保育園にきて働いた感想で『子どものやりたいこ

と、要求をさきまわりしてやってしまいすぎる』と話していたことを思い出しました。子

どもがやりたい、楽しいと感じて遊ぶことを保障し、大切にできるアプローチ関係をつく

るのが大事ということがわかりました。 

№6  わくわくの研修の中でとりあげて欲しい。同じ課ですし、スタッフ全員が共有しながら

進められればと考えます 

№10 実習を取り入れた研修を要望いたします 

№14 今日のようにグループ別の話合いをして頂きたいです 

№16 今日のワークにあったような、子どもとの関わりをさらに深めるための研修 

№20 ワークが多いと楽しめるので、今後もこのやり方でやってほしい 

№21 年に２～３回、研修があれば良いですね 

№24 グループワークで他の方と意見交換できとても良かったです。また、“脳”と遊びの関わ

りなど少し専門的で難しいこともわかりやすく教えてくださり、このような講義がまたあ

ると良いなぁと思いました。 

№26 またこのような子どもの発達に関わる遊びをよりサポートできる参考になる研修をお願

いしたい。 

 

問 感想や気づいたことなど、ご自由にご記入ください  

№1 親になった時、子どもにどう接したらいいのか、とても悩みながら子育てするときに、子

どもにとっての遊ぶことの意味を学び理解し、親、大人としてのかかわり方をかんがえら

れることが大事だと思いました。 

№5  今まで自分が知らなかった子どもの行動に対しての子どもの理由が知れた。だから、今

後の関わりの参考にしていきたい。また、グループワークで他の人の考えをきけたことも

良かったです。次回も別の講義があれば受けたい。 

№8  とても学べたこと『遊び』と『遊ばせる』の違い 大人を喜ばすために遊ぶわけではな

い。『先生、この大繩終わったら遊んでもいいですか？』寄り添うワークと邪魔するワーク 

-41-



№11 子どもたちにとって、本当の幸せとはなんだろう？一人ずつ 遊びの本質がことなるので

はないか？自問自答する 

№13 子どもに寄り添うこと とても大切だと思いました 

№14 グループの話合いがとても参考になり、かつ楽しかったです 

№17 『自分で決めて自分でやる』を見守っている時にリスクとハザードの見極めが、今はどっ

ちだろうととても悩むことがあります。その子自身の能力やその時の周りの環境にもより

ますが、子どもがぱっと判断した時には安心し、子どもが悩んでいる時にはどう声をかけ

たらよいか、判断に迷います。 

№19 今日はありがとうございました。日々、場面が変わる中で疑問があった部分が、多角的に

知られて解消され、勉強になった部分がとても多く感じました 

№20 色々な人とのワークができて楽しめた。年や職業が違う方々なので意見もいろいろでて楽

しかった。似顔絵のかきかたが斬新でした。 

№23 お話をもとに、日々の職場仕事に取り入れて大人から考えを変えていきたいと思いました。

ありがとうございました！ 

№24 自分自身の子どもとの関わり方が改めて見直す機会となりました。お忙しい中、ありがと

うございました。 

№26 分かりやすくご説明頂きありがとうございました。他の方との関わりがあり、とても楽し

く学びをすすめられました 

 

問 実践で参考になった理由   

№2 座学の時に、こういう場と親の視点は違うと話されていてそう思う時は家と仕事場（保育

園）で感じつつも、迷いがありましたが今日、プレーパークでこどもたちと作業したり遊

んだり、遊びをながめたりして、振り返りをすることでこういうことの積み重ねなんだな

と感じました。 

№3 大人（自分）はすぐに『あぶない』が先に出るが子どもたち、みんなすきなこと、やりた

いことを楽しく目を輝かせて遊んでいた。止めることなく好きなことをする子ども時代を

思い出し、止めないってことの必要性大事だと感じました。  

№5 行為のあとの振り返りは子どもだけでなく、人との関わりの中でみにつけておくと良いと

思いました。Play フレームワークの視点を持って子どもに接することを大切だと思いまし

た  

№6 振り返りのプロセスを教えて頂けてとてもためになりました。ふだんの仕事でも役立てた

い 

№7 普段の業務と仕事の意味をどう職員の方たちと共有していくか悩んでいたところでもあっ

たので今回の研修全てが役にたつ研修だと思いました。  

№9 実際に子どもと関わり、自分の学んだことをためしてみたり振り返る機会になりました  

№10 実際どんな場面でどう関わっていくのかが体験できた  
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問 今回の設定（曜日・時間帯・2回シリーズ）に関してのご意見ご感想をお聞かせください  

№2 とても良かったです。お天気もよくなってよかったです  

№3 休日なので参加しやすかった  

№5 座学と実践の両方ができて良かった  

№7 今度はできれば平日シリーズもお願いしたいです  

№8 1 回目に出られた方が 2回目にもっとたくさんでられる設定だと良いなと思いました  

№9 時間もちょうどよかったです。日曜日や祝日のお休みだったので参加することもできまし

た 

№10 静観することも大切な時間であることを学んだ  

 

問 来年度、研修でとりあげてほしい内容についてお聞かせください   

№2 思春期のことについて  

№3 室内遊びも取り上げて欲しい  

№4 現場の外でやる時、他の方とはあまりコミュニケーションがとれなかったように感じます。

かたまって観ている方も何人かいらしたのでもっと子どもたちにフランクに話しかけると

いいなぁと思いました。  

№5 リフレクションをもう少し詳しく知りたいです。  

№6 また同じように子どもとの関わり方を教えて頂きたいです  

№7 同じが望ましいです  

№9 座学と実学の 2回制になっている講習ですとより学びが深まると思ったのでこのような研

修があると嬉しいデス  

№10 わくわくひろばの実際のスペースを使った実習  
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第３章 政策提案協働事業の評価について 

 
１． 評価の目的 

協働事業の成果を団体、主管課、選定委員会で検証することにより、事業

の妥当性、実施効果を確認し、協働事業の改善への取組み、今後の協働事業

に役立てるために行います。 

 
２． 事業の評価方法 
  協働事業の事業実施主体である団体と主管課がそれぞれ自己評価を行い、

その内容を選定委員会へ提出します。事業報告と自己評価に基づき選定委員

会が評価し、その内容を公表します。 
 

３． 評価項目 

（１）計画段階での取組み 

（２）事業の進め方 

（３）協働で取り組んだことによる効果 

（４）協働事業の成果 

 

４． 評価の流れ 

 提案団体 主管課 選定委員会 

事
業
終
了
後
（
４
月
下
旬
） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

     

 

 

    

 

公
開
報
告
会 

 

 

 

 

   

全
体
評
価 

 

 

        

       

事業報告書 
収支決算書 

作成 
提 出 

評

価 

共 有 評価表作成 

事業報告書 
収支決算書 

提出 
評

価 

評価表作成 評価表 
（主管課） 

評価表 
（提案団体） 

事業報告書 
収支決算書 

報   告 評 価 

 

評価表作成 

報告書公表 
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５． 事業の実施主体による自己評価 

（１）多文化共生キーパーソンの育成と継続可能な仕組み作り 

 
【団体による自己評価】（特定非営利活動法人彩結び） 

① 計画段階での取組みについて 
・対象となるキーパーソンにやさしい日本語講座や先駆的な自治会の取組みを

事前に学ぶ事で、自治会へ派遣された時に心構え含めスムーズに自治会の活動

に参加できた。ただ、後半に募集し研修を受けたキーパーソンに関しては対象

自治会がすでに活動を開始しているタイミングでのキーパーソン活動開始に

なり、スムーズな自治会への加入が若干難しいと感じたため、2 年目以降はそ

の点を加味し、キーパーソン研修の時期を前倒ししてスムーズな自治会活動へ

の参加を狙いたい。 
 

② 事業の進め方について 
・定例会において、各自治会の進捗報告を行い、より目的を達成するために望

ましい活動を話し合うことができた。 
 

③ 協働で取り組んだことによる効果について 
・北区が保有している自治会の情報を教えてもらい、対象自治会の選定がスム

ーズにできた。 
 
④ 協働事業の成果について 
・事業①事業②は目標を達成できたが、事業③は開催ができなかった。未開催

になってしまったが、別の形で今年度の事業活動を参加予定だった方に報告す

るなどして、関係性を深めていきたい。 
 

⑤ 全体を通して 
・事業③は開催ができなかった。未開催になってしまったが、別の形で今年度

の事業活動を参加予定だった方に報告するなどして、関係性を深めていきたい。 
 

【主管課による自己評価】（総務課） 

① 計画段階での取組 

・キーパーソンの募集、派遣対象とする町会・自治会の選定や受入にあたって

の留意事項等、懸念されることを提案団体と予め意見交換を行うことができた。

当初計画に沿って取り組んだものの、見直しをせざるを得ない部分もあった。 
・本事業は、地域で活躍しているキーパーソンや、顕在化していないものも含

めて地域が抱える課題を探すという、実態の把握が難しい内容であることから、

計画当初に正確なスケジュールを見通すことは難しい。今後の事業実施にあた
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ってのスケジュールや事業内容を柔軟に更新しながら、問題解決を図っていき

たい。 

 

② 事業の進め方 

・提案団体とは、定例会を活用し、進捗状況の確認と課題解決に向けた意見交

換は十分に行うことができたが、事業の効果等の見極めが難しい事業であるた

め、事業は適宜見直しつつ、情報共有する必要があると考える。 

・キーパーソンを派遣していくことになる町会・自治会に対し、事業への理解

を深めていただけるよう、これまでの取組み事例を定期的に発信していく等、

一層の働きかけによって、更なる事業の推進が可能であると考えられる。 

・アイデアが豊富で活発な意見交換ができたが、関係者で共有することが難し

い事業目的であるため、今後の事業の推進にあたっては、関係者間で継続的な

関係が構築できるよう、留意していきたい。 

 

③ 協働で取り組んだことによる効果 

・キーパーソンは、中国語圏での駐在経験のある方や海外・日本国内での日本

語教師経験者、国際交流機関での勤務経験のある方などがおり、区職員が募集

するだけでは見つからなかった可能性がある。提案団体が区職員だけではわか

らない情報を把握し、ネットワークとつながっている強みが、事業に活かされ

ているように感じられた。 
 

④ 協働事業の成果 

・初年度ということもあり、関係者の負担が特定時期になると集中してしまう

様子があった。今後は、継続的な関係の構築に向けて、無理が生じないよう留

意していきたい。 
 

⑤ 全体を通して 

・新型コロナウイルスの感染状況による様々な影響が生じている。本事業の内

容は対面コミュニケーションを前提としているため、テレビ会議やテレワーク

でどの程度代替できるのか、想定するのが難しい。今後の評価にあたっては、

当初に設定する目的、内容、効果を柔軟に更新することに対して一定の配慮を

してほしい。 

 

（２）外遊び×未来の人育てプロジェクト 

 

【団体による自己評価】（北区で子どもの遊ぶ場を作る会） 

① 計画段階での取組みについて 

・事業計画策定には、未来課、地域振興課の担当者の皆さんに相談に乗って頂
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き、とても助かりました。わからないこともすぐに教えてもらえました。本会

の場合、両担当課とは、地域づくり応援団事業や北区プレーパーク協働事業を

通して意思疎通ができ、信頼関係もあったのが幸いでした。反省点としては、

計画立案時、わくわく課も協働パートナーになるという認識が（本会側に）薄

く、ご相談にあがる機会が少なかったのが反省です。 
 
② 事業の進め方について 
・事業がスタートし、わくわく課担当者とも相談や打合せ、情報共有できるよ

うになり、安心して事業遂行に取り組めました。 
 

③ 協働で取り組んだことによる効果について 
・今回の事業は、講演会や講座中心であり、区民への周知や集客に行政のネ

ットワークが必要不可欠でした。また、会場確保の面でも主管課は最大限の

努力をして下さり、感謝の言葉しかない。講演会、講座は日曜や祝日開催が

多かったのですが区の担当の方々は可能な限り参加して下さりました。かな

りの無理を敷いていたことと思います。しかし、担当者の皆さんが実際に現

場に足を運び、私たちと共に講師の話を聞き、考えを共有できたのは、双方

に大きな学びとなったと思います。 
 
④ 協働事業の成果について 
・目的と成果 

講演会や講座などのそれぞれのプログラムは参加者からの評価が高く、目的

を達成できました。乳幼児など親向け講座に参加した方々が継続してプレーパ

ークにきて、子どもの遊ぶ力を確認し、見守る姿勢を意識されています。放課

後に関わる大人の中にも、子どもの遊びの本質を学び、職場スタッフと共有し

つつ、現場の活動に活かそうとしています。大きな成果だと言えます。しかし、

もともと当会が懸念する子どもにおこっている課題（子育てしにくさ、子ども

が子どもらしく育ちにくい環境）を解決するには、まだ時間が必要です。解決

するには、地域の人たちや、親を含めた子育てに関わる大人たちが、子どもの

育ちに寛容になれることだと考えているからです。協働事業で実現した今回の

ような啓発活動を繰り返すことで、理解者を増やすのが重要だと考えています。 
・費用 

講演会、講座の本数と目的達成を考慮して十分な費用対効果だと考えます。

例えば、比べることは適切ではないかもしれませんが、民間企業にこれらを委

託した場合、この数倍の予算が必要になると思います。費用を抑え、成果を上

げられたのは、区民と行政の協働事業の賜物だと思います。ただ、留意事項は、

この協働事業によって本会の限りあるマンパワーが枯渇しないよう、仲間を集

め、作業を分散させ、全体のチームワークバランスを整えることです。 
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⑤ 全体を通して 
・協働するということ 

協働事業を募集する前に、区や区民が抱える課題を行政と区民で考えるよう

な場があり、課題の抽出や解決手法、取り組む優先順位を検討する場があると

良いかと思いました。それにより、行政と区民がより一体となって課題（急ぐ

べき）に取り組めると思いました。 
 

【主管課による自己評価】（子ども未来課・子どもわくわく課） 

① 計画段階での取組 

・令和２年度は、より区側の連携を図るために、いま一度、両課で事業目的や

事業の流れを共有する必要があると考える。また、定例会以外にも必要に応じ

て打ち合わせを行い、協働団体との連携を図っていきたい。 

 

② 事業の進め方 

・こまめに意見交換をしながら準備することができた。区側と団体が互いの役

割を認識し、気が付いた点について率直に意見を言い合うことができた。結果

として１＋１＝２以上の成果を達成できた。 

 

③ 協働で取り組んだことによる効果について 

・区の課題について協働で議論できたことは、同じ目的を見据えながら活動す

る上で効果があったと考える。また、協働で広報活動をすることにより、参加

を促したい層へもれなく周知することができた。 

 

④ 協働事業の成果 

・当初設定した事業目的を達成するために必要な事業をおおむね実施できた。 

参加者からも、新たに考え方を習得できたという感想が多数聞かれており、実

施効果があったことが伺える。一方で参加者に事業の目的を理解していただき、

また、参加した成果を実感していただけるよう、より工夫が必要だと感じた。 

今後も継続して事業を実施し、子どもの育ちについてより柔軟に考えることの

できる大人を増やしていけると良いと考える。 

 

６． 選定委員会による評価（個々の選定委員のコメントの抜粋） 

 

（１）多文化共生キーパーソンの育成と継続可能な仕組み作り 

① 計画段階での取組みについて 
・外国人、特にアジア人が多くなり、言葉も通じない住民の不安解消の一助に

なる計画だと思う。 
・今世界がグローバル化している社会で、北区が取り組んでいる事業に合致し
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ている。 
・外国人と交流を図ることは大変良い。町会だけでは計画通り実施はできない

ので、そのため地元大学生と協力、話し合いをもって実現に向けての取り組ん

でほしい。 
・北区民に対する広報がいまいち、認知度未だ少ない。 
・北区多文化共生指針に基づく計画であった。 
・自治会などの地域団体とコミュニケーションをとることによって地域のダイ

バーシティに対する課題を理解することにつながった。行政と地域団体との連

携を計画段階から構築することができた。 
・申請時の計画からの修正は行われたものの、事業の当初計画の曖昧さがあっ

た。 
 

② 事業の進め方について 
・ごみ問題、騒音問題等が少なくなることを期待。 
・町会・自治会の選定に困難があったと思う。需要とする地域がどこなのか掘

り起こしが課題。 
・常に話し合いをしながら事業に対しての取り組みを考え実施するか進めてい

る。ごみの出し方、防災対策、町会紹介、しっかりと実施されている。 
・当初、実効性に欠けているように感じたが、区や地域と連携・協力して効果

的な事業展開が図られたと考える。 
・団体・主管課共に、当初の計画を変更せざるを得ないという認識を持ってい

るが、その捉え方に若干の乖離がある様に感じる。今後、この点について双方

のすり合わせが重要になる。 
・事業①「キーパーソン研修」の実施により、７名のキーパーソンの育成が出

来たことにより、事業②「キーパーソン派遣事業」の３地区実施につながった

のは、大きな成果。新型コロナウィルスの影響で、事業③交流会事業ができな

かったことは残念。 
・定住外国人の生活支援をしていくことは公共の課題と言えるが、その解決に

は地域住民の理解と協力が不可欠である。文化の異なる人々が関係を築いてい

くためにインターミディアリーな人材は求められている。 
・事業計画の曖昧さから事業開始が遅れたと思われ、第１四半期と第２四半期

で合わせて 683,811 円の未執行金を生んでしまった。COVID-19 による影響

を受けて第４四半期予定の事業を実施できなかったが、当該事業予算：

312,000 円＞戻入金額：127,043 円であり、予算執行の計画実施の課題がある

ことが伺える。 
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③ 協働で取り組んだことによる効果について 
・区役所よりも気軽に相談できるキーパーソンになってもらいたい。 
・異国の人達と共生する努力がみえる。色々な団体、個人、町会等と協力す

る事で色々な意見が出る事で効果が出る。 
・若い世代の方々を取り込みながら、協働事業として相応しい姿を創造でき

たと思う。 
・難しい課題であり、協働による効果が活かされる事業だと思う。 
・今後の地域課題の顕在化につながったのではないか。地域でできる外国人

への支援のあり方を考えることができた。事業者と行政のコミュニケーショ

ンが連携に結びついたと考えられる。 
・協働によるメリットを団体・区双方が認めており、今後の活動に活かして

いきたい。区側も市民団体が持つポテンシャルを活かした行政運営をさらに

進めていくことが望まれる。 
 
④ 協働事業の成果について 
・全てにいえる事だが「新型コロナウイルス」の影響を特に受けていると感じ

る。（コミュニケーションが大事な事業だから） 
・予算に対して、事業目的達成効果もう少し。頑張ってはいる。外国人に対す

る防災対策、今まで以上に取り組んでほしい。 
・本件事業は、道半ばと考える。継続性や発展性をもって、取組みを重ねてい

くべきである。 
・計画の見直しと課題および活動について、団体と主管課並びに地域振興課と

の協議が再度必要。 
・計画していた事業はできたが、地域と在住外国人が十分なコミュニケーショ

ンが取れるところまでは至っていない。 
・団体側は、協働の意義について区側よりもスコア的には高く評価している傾

向がある。団体側の持つ協働の課題意識をより明確にして、区とのさらに深い

連携を進められるとよい。 
 
⑤ 将来性 
・外国人の方でも１００％自治会に入ってもらいたい。 
・今後北区でも外国人が増えていく事が予想される中、多文化共生キーパーソ

ン事業は必要であり、広める必要がある。 
・スタッフの根気次第である。熱心なスタッフを育成することに力を注いでい

ただきたい。 
・北区において外国人の居住者はますます増加することは間違いないと思うの

で、地域におけるダイバーシティを目指し住民の課題解決や交流促進など、活

動に対する期待は大きい。 
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・極めて重要な課題解決のプロセスであり、組織強化に努め持続的な活動を続

けていただきたい。確保したキーパーソンの継続育成と人材のさらなる確保に

取り組んでいただきたい。 
 
（２）外遊び×未来の人育てプロジェクト 

① 計画段階での取組みについて 
・今の子供達は、自然と親しく遊べる場所もなく、大変良い企画だと思ってお

ります。 
・３回の講演ともに参加者中９割の方が満足しており、この事業を通して遊び

方を覚えるのは大変親子にとって良い。 
・事業計画を実施する上で明確に役割分担出来ていた。 
・プレーパークを契機に事業が充実してきた。経験を重ねながら発展を遂げた

団体である。 
・子どもの貧困や子育てに悩む親の孤立化、子ども同士のコミュニケーション

不足など、子供を取り巻く環境整備は大きな課題であり、遊びを通じて交流を

広めることは重要である。 
・計画通りに毎回の講座を開催し、集客や講座毎の分析もしっかりなされてい

る。団体・区の役割分担を双方が、積極的に考えながら事業実施しようとして

いる点が評価できる。 
 
② 事業の進め方について 
・対等な立場での意見交換は計画、実施段階、いずれも出来たようだ。 
・AI 時代が進む中、これから世の中がどう変化し、これからの人生を考える

講演に若い親が多く参加してくれたのは良かった。 
・計画性のある取り組みであり、区との協力関係は構築できている。 
・子どもの育成支援に取り組んできた団体の経験を活かした計画に基づく事業

を行うことができた。現場で培ってきた経験が講座の企画にも反映されたもの

となった。 
・第１四半期・第２四半期で 662,022 円の未執行金額があり、事業開始時の計

画立案上のテクニカルな課題があると思われる。一方、費目毎の予算と決算の

不一致が散見される。予算と決算の差額は、謝金：236,304 円、人件費：140,800
円、委託料：202,909 円の超過執行となっているなど、事業計画を詰める上で

の課題が感じられる。 
 
③ 協働で取り組んだことによる効果について 
・協働する事で相手の気持ち、考え方もわかり信頼関係ができ、一の力が二、

三にもなり効果が上がる。日曜日、祝日開催は有効。 

・子育てや教育に熱心な区民が区と共通認識を持って取り組んでいたと考える。 
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・本事業を通じて、団体と主管課の新たな関係性が出来つつあり、有意義だと

感じる。 

・従来よりあった協力関係がより強いものとなった。行政だけでは難しい課題

に柔軟に取り組むことができた。 

・団体、区側双方の事業実施を通した相互信頼の深まりを感じさせられる内容

であった。毎回の講座で多くの来場者を集め、アンケートなどしっかりとした

分析を毎回実施していることは、素晴らしい。 

 

④ 協働事業の成果について 
・一定の実施効果はあったようだが、より進んだ工夫が必要。 
・児童館、子どもセンターにも協力してもらい、参加者も多く目的はある程度

達成された。実施した事業にじっかりと自己反省が出来ている。 
・著名な講師を招いての事業は素晴らしいと思うが、課題や反省点があれば次

年度に向けて明記してほしい。 
・本来の目標達成に向けては、今後の活動の内容や実行力に求められるものが

大きい。 
・課題の性格から継続的な実施が必要である。今後のさらなる事業発展が期待

される。 
 
⑤ 将来性 

・区側と十分に協議し、自然の残る公園を提供してもらいたい。 

・最近、子育てが難しいと感じる親が多く、子供と親の関係を深めるのに良い

事業である。 

・区内での事業展開に持続力がうかがえる。スタッフの増強を期待したい。 

・協働事業が終了した後も、団体独自の事業として、継続していくことを期待

したい。 

・子どもの主体性を育てる教育は学校だけでは困難であり、地域住民が協力し

て地域ぐるみで子どもを育てることが重要となる。子育てに関わる人々が学ぶ

機会を提供することは大きなニーズであると言える。 

・講演会という手法で大きな成果を出している。インターネットの活動など事

業効果をさらに挙げる手法も期待される。 
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